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男女共同参画社会に関するアンケー ト調査結果概

調査目的

聞=方 法

弱養対象

抽出方法

日査郷m

身女共同多回ブラン改定にあたり、「身女共同'回 社会,に 関

すると民の意機閣=を 4rい、現状を把握する。
1

町ぶ隔年で実施している 「すみよいまちづくリアンケー ト」

と併せて実施。

町内在住の20歳 以上の男女3 000人

策作お抽出 (ただし、男女同数)

発送 平 成22年  1月  28日 (本)、29日 (金)

回収期限 平 成22年 2月 12日 (金)

,郵送による配市回収方法

回■斑 i l169通

回収暮 , 3996



田1 あ なたの就来形態はどれですか。

,性 女性

正規の従業R 43 211 1 4 7●|

自富秦 14 191 4  811

水―トタィマー 2  516 24 0勇

アルバイ ト (在宅ワークも含む) 3  396 2 011

奥お社長 3  996 2  i●|

源遺労働者 0 6●| 1   111

内戦 0 0的 1  016

無ほ 2, 01t 42 611

その他 4 3●| 6  6●6

米日各者のうち 男 性では r正規の従察■J 女 性では 「パー ト,イ マーJの It率が高かつた。

田2 女 性が残韓を持つことについてどのようにお考えですか.

,使 女 性

女性は駿媒を持たない方がよい 1  711 2 711

結婚するまでは鴨景を持つ方がよい 4 6勇 3 5町

子どもができるまでは■率を持つ方がよい 7  191 4 1●|

結館や自産にかかわらす磁棄を持ち触ける方がよい 32 811 32 5●|

子どもあてモきたら仕事をやめ 大 きくなつたら

再び構築 〔パート)を 持つ方がよい
24 316 31 711

子どもができたち仕事をやめ 大 きくなつたら

再ど恥豪 〈済酌)を 持つ方arょぃ
'9  996 15 211

わからない 0 6勇 i0 311

X男 性 女 性とも f常婚や出産にかかわらず職余を持ち続ける方がよいJと 考える人が最も多く

女性では、子育てで―旦仕事をやめ 子 どもが大さくなつたら′く―卜で出こうと考えている人が

これとほぼ向軍となつている



問3 女 性が働吉続 するためにはどのようなことが必要だと思いますか

※ 「必要Jと こうものの上位3つは男性 女 性とも交わらないat 女性日本暇寄りい料の臨境章常

よりも保百 介 登のための施機やす―ビスの充実を望んでいる.

「男女が協力して育現 介 臣等を担うというなltJは男性の方が必要と思う割合が低い。

問4 女 性a暉 就募しやす(す るためにどのようなことぷあ要だと思いますか。

男 性

,
百児 分 登林森等bF取り

やすい騒境の霊常
83 2● |

2
保吉 介 醸の施峡や

サービスの充実
79  1略

3
女性bl働合続けることに

対する承儀等の理解と協力
76 211

4 女性自身の目受とな歓 745● |

5

箔綺 出 産 有 児 介 lEの

ために退璃した従宗■の

再足用St康の充実

72 0●|

6
男女alは力して育完 介 at等

を担うという誼88
,||ａ

０
■
Ｕ

7

フレ,クスタイム制等の

,様 な働ど方ができるIR境

の驚常

57 796

男 性

1
言児 介 度体柔等が取り

やすい照境の整備
83 996

2
保言 介 ほの施岐や

サービスの充実
78 0略

●
女性がぬ書続けることに

対するま族害の理解とほカ
76 0略

4

館府 出 産 育 兜 介 【の

ために退政した従来Aの

石E用 制度の発表

74 896

S
男女が協力して青児 介 庫等

を4aぅとぃぅな強
60 41●

0

フレックスタイム14等の

,繰 な白き方ができる環境

の豊偉

65 396

7
再就取のための研倍や取崇

〕線の充実
54 3巧

女 性

1
保膏 介 ほの臨設や

サービスの充案
39 316

2
育児 介 題体環奪が取り

やすいIR境の整備
66 9%

e
女性がいせ観けることに

対するま壊年の理解と協力
696es

4
男女が協力して青曳 介 ほ尊

を担うというな技
70 396

5 女性自身の自党とな欲 3%

6

革埼 出 産 百 見 介 理の

たあに退出した徒奏負ゆ

再屈用朝まの充実

75 3● |

7

フレ,クスタイム制等の

多練ない営方ができる摂lt

の車常

62 7Ch

女 性

1
育児 介 畳体葉毒が取リ

やすい取ltの捜持
89 3● |

2
保育 介 田の施設や

サービスの売実
89  111

0
女性が働せ続けることに

対するま壊等の理解と協力
86 0%

4
現女ぷ協力して活見 介 lE尊

を担うというな接
鞭 ,略

5

結婚 出 産 膏 現 介 ttの

ために退職 した従実民の

再痕用制度の充実

79396

●

フレ,クスタイムSt等の

多縛な由宮方ができる軍境

の豊僚

70996

7
再就職のための研楼や政宗

留‖練の売英
62 8%

※こちらのIB合も 「男女が協力して育現 オ 躍字を担うというないJは 男性の方がめ要と思うヨ合

がほい。



※男性 女 性とも80的以上の人が ワ ークライラ ′ ラ`ンスについてどういう由魯かを知らない

問6「仕事J r家庭生活J「 絶城 口 人の生活Jり glゎり方の理霧と現実について。

間5 「 仕事と生活のコ和 (ワークライフ ネ ,レ ス)りについて知つていますか。

耳住 女性

田いたことがあり 内 中も知つている 17 1町 1 2  1略

聞いたことttあるat 内 事は知らない ‘
，

ら
０ 4% 31 |●6

聞いたことはな く、内ヨも知 らない 46 5的 51  196

理 懲 男性 女性

「仕手Jを 優先したい 4 9町 1  8●|

r承座生詢 を優先したい 20 496 27  311

「地な 臼 人の生活Jを 優先 したい 3  6略 1  711

r仕事Jと r承度生活Jを ともに優党したい ０
０

＾
じ ,巧 28 696

「仕中Jと 「地域 領 人の生活Jを 2tもに優先したい 4 511 3  011

「療度生島 と「地域 個人の生活Jをともに優先したい 6  5% 1 0  1勇

優先H4tは つけられない 18 0町 ０
０

■
４ 611

わからない 2  7●| 3  911

現 実 男性 女性

r住存Jを に先している 39 0% 18 8町

r宗廃生活Jを 優先している ,3  496 一〇じ^ 6●|

「鳩, 日 人の生活Jを 煙完 している 3  996 ■ 611

「仕事Jと r忠直生活Jを ともに電生している 1 7 1% 17 0町

「仕事Jと 「地域 個人の生活」をともにに先している 2  8% 2  6●|

「承産生活Jと f地Ⅲ 口 人の生活Jを ともに優先している 3  0% 5 ,||

優先田 堂はつけられをい 13 4● 6 1 3 511

わからない S  ,●| 5 211

※男性では 「仕事Jと '承庭生活Jを ともには先することを理想とする人が最も,か つたが、女性

では 「性詢 より r承座生活Jの ほ境を理想とする人at と もに優先したい人とにぽ何じぐらい

のヨ合となつた。

しかし 現 実として,と ,tの 4B合は rtLTJを 優先している人が釣1防 と最も多く 女 性では

約 3511at「察庭生活Jを 優先している。



F.17 男 女の平等感について 次 のIB面で身女が平等になっていると思いますか。

女 性

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど

ち

ら
と

も

い
一え
な

い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な

い

家意生活の中て 15 8rts 20 7巧 21 511 1 5 ,C6 24 8E6 2  1 %

統場の中て 7  0% 12 3% 22 6“ 157●| eo 0% 12 5%

学校教吉の場で 12 4CI 1 6 i d6 29 2町 , 9略 7  6勇 24 846

取おの18て 45% 9  396 22 3略 20  3●● 30  1% 1 3 5 4 6

地域 社 会活動のllで 6 5d6 14 6% 30 ,ts 1 7 1 % IB 4% 13 3"

法律や61度の直で 6  9% 11 9略 27 1● ● 19 5% 19 4巧 14 0勇

社会遺稔 慣 習

しをたりなどで
3  9% 5  7% 17 3% 265筑 30 4晩 7 7RB

社会全体て 3  5●● , 7% 236単 26 2● 6 32 0% 6  9●6

※勇ヒは rどちらともいえないJの 比率がどの項目も高いが それとと張して は に生活Jで どちら
かといえば手字とこっている人が近い此亭で存在する

また 「社会通念 ほ習 しきたりなど」のIR目においては 「どちらかといえばそう思わないJ
Iそう思わないJと 同様な比率となっている

勇 校

そ
う
思
う

ど
ち

，
か
と
い
え
は

そ
う
思
う

ど
ち

ら
と
も

い
え
な

い

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

そ
う
思
わ
な

い

そ
う
思
わ
な

い

わ
か
ら
な
い

家庭生活の中で 9 0 % 25 741 26 4“ 12 7“ コ 4転 4  モ|●

較均の中で 13 8nD 14 311 24 1“ 196% 21 0% 7  2勇

学校鞍■の場で 20 3% 21 5% 22 4斑 6 8斑 7   1% 21 9C6

寂若の均で 1 0 0 C 6 1 6 7●p 24  111 190C6 20 2● | 0  0%

地域 社 会活動の場で , 2 5 % 20 6略 30 0“ 16 4% 1 2 7 % 7  9%

法律や前度の面で 14 ,町 21 8% 26 446 1 1  4 A I 13 21● 0  1 e 6

社会通蔵 慎 習

しきたりなどで
7 ,% ユ1 3巧 210% 24 496 25 6% 5  1 %

社会全体て 7 4% 15 4dB 29 0Ep 25 196 19 896 3 2町



女性では 「家庭生活J「 磯親J 岐 槍の堀」 「社会通念 慣 習 し きたりなどと こおいて 「そう

思わないJの 比率が一番西く 男 性との感じ方の選いが見られる.

間3 女 性の能力は十分に活用されているか

男 性

そ

，
恩

，ヽ

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な

い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

療産生活の中で 4596 3 1 3 C 6 1 3 1 % 3  041 3 596 4 696

購塩の中で 12,96 26 5% 34 2% 13 496 7  all 6 446

学校教育の場で 16 8EI 22 41u 31 ,lll 5  3% 419E 19 7%

政治の掲て 8  5% 17 396 35 5% 15 0% 10 01t ■ 4●6

地転 社 会活動のIBて コ 5% 2 4 9拓 36 296 〕2 911 5  9% 8  5%

法48や制度の面で 10 011 17 7“ Ｅ
）

（
０ 0% 10 3E6 7  8E6 コ 6●|

社会通念、限習

しきたりなどで
5  9% 14 911 33 01● 2 1  6 1● 15 696 8  1 9 6

社会全体で 7  3●| Ⅲ8 6% 37 4% 19 8的 1 , ,|| 5 9%

女 性

そ
う
患

，

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど

ち

ら
と

も

い
一ス
ェ“
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

家庭生活の申で ア
■ 9% 35 0% 13 296 3  411 2  911 3  6%

職場の中で 12 9% 22 7町 31 396 12 9巧 7  296 1 2 911

掌転教育の特て 11 9●6 Ⅲ3 296 35 0% 5  3% 3  5% 〓
３

ハ
イ 4●|

政治の場で 3  996 H 996 32 896 20 196 13 5% 1, 6%

地域 社 会活Elの場で 7  5的 16 0% な
Ｖ

ハ
じ 2町 1 5 611 0  01B 14 0%

法律や制度の面て 4 ,% 11 6% 35 1111 10 711 10 996 ０
０ 611

社会通念 慣 習

しきたりなどで
1 611 12 311 （

Ｖ
か
４ 21● 〔

）
０
４ 01E 2 0 5 % 12 591

社会全体で 3  2E6 12 5% 34 8% Ａ
）

●
４ 0% 1 0 0 1 1 12 711

※男性 女 性とも rどちらともいえないJの 比率atどの項目も高い。

5



間0 殺 埼 お申 学校などでの七クシェアル ハ ラスメント(tケ′ラ 〕や′くヮーハラズメント

(′くワハラ〕 Fメスティック ′ イヽオレクス ('V〕 について

男性 女使

七クハう言受 ,たことがある 3 211 15 711

六ヮハラを受けた●とがある 1 3 5勇 14 4●|

b7を受けたことがある 1  211 6 4町

tクハうとしたことjtある 1  2●| 0 196

′(ワハラをしたことがある 2  4●| 0幌

DVを したことatぁる 1  211 0 3●|

,近に見閉書したことがある 23 S“ 26 596

身近な人から相まを受けたことatぁる 0 0●| 1 2 0 1 1

自分の周りには受けた人はいないと思〕 34  191 36 5●|

※セ'ハ ラ ′くワハラ OVそ れぞれについて '身近に,聞 きしたことがあるJと した人が現まとヽ
20勇以上あつた。

また、「セクハうを受けたことがある」女性が的1611「′ヽヮハラを受ヤたことがあるJ男 性 女性

ht的13～1496あつた。

陶10 男女共同●面社会を務 するために、学後や社会破市の将寺てどのような取り組みatB=だ と

思いますか,

拐 饉

ヽ
強育に掛わる人al男女共同つ

面を理解するためのな観啓窮
58 511

2

性別にとらわれずに社会の

様々な分野に多加可捜な学習

機会の提供

58596

3 改育現埼ての相訟体田の充実 S71● |

4

幼い (小さい)颯 から自立の

ないを青み 男 女平号を准出

する敏雷

う
０

Ｃ
Ｖ 5●|

S
女性の人48の観点から
tl Vなどの予防数百

48711

6 住敏有の充実 41 011

女 性

」 壊rnJ■ ての相鼓体"の 充実 ０^じ^ 5●|

2

性別にとらわれすに社会の

様々な分野に,加 可能な学習

捜会の提供

63 096

3
伎古1=態わる人が努女共同李

口を理解するためのな慎を発
62 3●|

4
女性の人他の観点から
tl Vなどの予防数☆

55 7●|

5

幼い (小さい)頓 から自立の

意出を育み 易 女平等を控送

する技ヤ

5, 611

6 使使首の充実 6● 3斑

※男性は殺吉田原書の男女共同争口への理解をます工観しているが 女 性は相路体5tを■視している



田 11 今隻 寒 ,H町の,女共同●日社会の奏親のために、どのようなことに力を入れる末きたと思い

ますか。

男 驚

1 子膏て支慢の充実 61 9%

2 女性のRt泰支援の充奏 5 4 5 9 6

●
学按における男よ平等級育の

継
49 1%

4
聴培における男女平時なまり

権出
48 016

0 介耀主盤への男性●加の促違 47396

6 男女双方へのを出曹舜の発表 46 396

7 女性への相額体14の充実 46 2略

3
男性の忠Ⅲ 青 兄へのう加の

に出
40 1●6

g
地tや 社会で活呂する女性の

リーダー言成
46 011

女 ほ

Ⅲ 子育て支援の充実 69 711

2 女ほの3t察支llの充実 6 8 5 9 6

● 介燎支理への男性●加の促道 62 811

4
男性の承喜 百 児への季加の

促五
6 0 4● |

5
猫培における,女 平等遠旗の

控お
57 01●

6 女性への箱譲体研の充実 55 096

7 男女双方へのなlt害発の売表 コ 3勇

B
字接における男女平等教"の

推遺
4 7 0● |

0
地撃や社会で活回する女性の

サーター育成
46 111

※男性 女 性とも上位の2つ は同じだお( こ れに続 くものとしては ,性 は学校や職場での男女平等

機百 な 出の牲差を挙【F 女 性の方は家手 百 児 介 口への男性つ加を挙【rて いる。


